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「企業にとつて人権啓発とは?」

企業にとつての人権啓発とは何なのでしようか?具体的な人権課題を並べてみましょう。頭では、差別や偏見

なく、人権に配慮して行動しなければいけないと知つているとは思いますが、では、自分の日々の業務の中で、

何ができるのでしょうか。

この教材は、人権啓発を考えるためのヒントを、企業を舞台に日常の会社生活の一コマを切り取つたわかり

やすいドラマとして構成し、あらためて考えていただくための素材としてこ活用いただけるよう制作しました。
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若手社員の大江 |よいつも主任の松田に怒鳴られている。「これはパワ八ラ

だ」と、大江は課長の田辺に相談している。すると、そこに松田が現れ、ある事

情がわかつてくる。

営業部内の若手社員の岩崎と、ベテラン社員の大林は、女性同士の会話の

なかで、お互いが不愉快になることを言い合つている。田辺課長が二人を呼ん

で事情を聞くことに。

会議室で、聴覚障害者の山森が必死に議事を目で追つている。山森は回の

動きを読んである程度会話を理解することができる。しかし、会議などでの工

夫を巡つて田辺課長らにあえて相談する。

部長の河野は、インド人社員に「牛のようだ」と言われてカチンとくる。

しかし、話をしてみて、これ |よ文化の違いであるということがわかつてくる。

河野部長 |よ、女性活躍の社内研修について田辺課長に愚痴をこぼす。

田辺は、「結婚や出産でやめてしまう女性がなぜ多いとお考えですか?」 と河野

に迫る。

河野部長の娘・愛子は就職活動中。しかし、面接時に適性と能力に関わりの

ない不愉快な質問をされて怒つている。河野は、採用時の配慮について自分の

考えを愛子に伝える。

プロデューサー 中鉢裕幸/新丼英夫
監督   前田和男
撮影   白石晋也
照明   香川和代
録音   阿保 毅

関東営業推進室 東京都中央区銀座3217

関西営業推進室 大阪市北区梅田1126

広島出張所 広島市中区橋本町52
福岡出張所 福岡市博多区中洲4318

制作協力   株式会社映広

企画 。制作 東映株式会社 教育映像部

2014年作品  p

〒104‐ 8108803-3535-3631

〒5300001806-6345-9026

〒730-0015 8082-511-206(

〒81008018092-262-3101

ニドt姓
●お買い上げ1鶴嘉

・

CMaster
スタンプ


